








〔はじめに〕 

近年,先天性心疾患に対する外科治療成績が著しく向上したのに伴ない,新生児期(生後 28

日以内)における心大血管手術についても,生存例は徐々に増加しつつある。 

一方,このように新生児期に手術を耐えぬいた患児の長期予後については,まだ不明な点が

多く残されている。そこで,国立循環器病センターで経験した新生児期心大血管手術生存例

につき,遠隔予後を調査検討し,その問題点を報告する。 


